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SS理数探究Ⅰ～データ解析ラウンド～ 

 

１．本ラウンドで学んでほしいこと 

・データをグラフ化することによってパターンを発見すること 

・複数のデータを組み合わせて考察の仕方 

・データの裏側に潜む新たな謎を発見すること 

・論理的にものごとを考えること 

 

２．探究活動の中で守るグランド・ルール 

ほ：本当にそうなのか？と疑う 

けん：建設的に議論する 

（の） 

ま：まずは言ってみる 

あ：相手の意見をしっかり聞く 

ち：ちがう視点はないかと考える 

 

３．データ解析 

（１）外来生物 

外来生物とは、もともとその地域にいなかったのに、人間の活動によって他の地域から入って

きた生物のことです。日本だけでなく世界各地で人とモノの移動によって様々な生物が外来生物

となっています。ペットや家畜などはほとんど外来生物なので、外来生物は私たちの身近な存在

といえます。外来生物が問題化しているのは、ヒトの管理下に置かれている外来生物ではなく、

その移動先で野生化し、その場所に定着してしまった外来生物です。この生物たちは、来その場

所に生息していた生物や人間に様々な影響を与えてしまっていると考えられています。 

  

 

（２）特定外来生物 

 外来生物の中でも、海外起源の外来生物で生態系、ヒトの生命・身体、農林水産業へ被害を及

ぼすもの、又は及ぼす恐れがあるものの中から指定された生物を特定外来生物といいます。この

生物は外来生物法という法律で飼育・栽培・保管・運搬・輸入といった取り扱いを規制し、防除

の対象となっています。違反者は三年以下の懲役もしくは 300 万円以下の罰金に処される、又は

これを併科することになっています。 

   

写真 特定外来生物の例（左；ヌートリア、中央；カミツキガメ、オオヒキガエル） 

引用：環境省 日本の外来種対策（https://www.env.go.jp/nature/intro/2outline/list.html） 

 

（３）ボタンウキクサの生育状況調査 
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（４）生育環境調査 

表２ 各調査地における生育環境 

調査地 pH 水温(℃) 
宅地からの 

距離(km) 

無機態 

栄養塩類(mg/L) 
水深(m) 

St.1 8.4 21 0.3 0.9 2.4 

St.2 4.6 23 4.7 2.7 0.8 

St.3 5.2 14 0.4 0.1 5.8 

St.4 6.1 19 5.2 1.4 4.3 

St.5 7.8 25 10 1.7 1.8 

St.6 7.3 18 0.7 0.6 5.1 

St.7 5.2 20 0.9 0.5 3.2 

St.8 8.7 19 4.5 1.3 4.1 

St.9 9.3 17 0.9 0.6 4.2 

St.10 7.1 15 3.6 0.3 3.1 

St.11 7.6 16 1.2 1.3 5.5 

St.12 7.9 20 3.8 0.4 2.9 

St.13 7.6 16 0.6 0.1 6.3 

St.14 7.2 26 0.1 0.9 0.6 

St.15 7.1 29 0.1 2.3 0.5 

St.16 6.8 23 1.5 1.4 0.9 

St.17 8.3 15 0.4 0.1 6.1 

St.18 7.4 24 3.2 0.8 0.4 

St.19 4.9 19 2.1 0.2 5.7 

St.20 7.2 17 1.1 0.3 4.8 

St.21 6.2 16 0.3 0.1 3.2 

St.22 6.4 24 0.5 1.6 1.1 

St.23 8.1 21 2.3 1.1 1.6 

St.24 5.3 25 3.2 2.1 0.6 

St.25 9.1 26 2.3 2.3 2.1 

St.26 7.3 17 0.4 0.4 5.6 

St.27 4.5 25 4.5 1.9 0.7 

St.28 9.4 19 4.1 0.8 3.7 

St.29 5.7 19 5.7 0.8 3.7 

St.30 4.8 23 0.6 0.6 3.4 

 

表１ 各調査地におけるボ

タンウキクサの個体数 

調査地 個体数（株） 

St.1 141 

St.2 280 

St.3 8 

St.4 60 

St.5 180 

St.6 42 

St.7 120 

St.8 100 

St.9 90 

St.10 30 

St.11 40 

St.12 140 

St.13 10 

St.14 231 

St.15 300 

St.16 196 

St.17 11 

St.18 200 

St.19 23 

St.20 25 

St.21 14 

St.22 188 

St.23 156 

St.24 296 

St.25 268 

St.26 37 

St.27 260 

St.28 71 

St.29 101 

St.30 121 
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（５）グラフ作成・解析 
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グラフの描き方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

メモ欄 
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データ解析ラウンドの３ミッション 

 

MISSION１ 

今回の授業で得られた各地点の無機栄養塩類・pH・水温・宅地からの距離・水深と各調査地の

地点のボタンウキクサの個体数の情報から、無機栄養塩類・pH・水温・宅地からの距離・水深

それぞれがボタンウキクサの個体数にどのくらい影響を与えるのか考察・報告してください。 

 

 

MISSION２ 

MISSION１でそれぞれの影響を考えたら、なぜそのような結果が野外で起こったかについて、

あなたの考えや予想を教えて下さい。もし可能であれば、その考えの根拠となるような資料（新

聞記事や論文）があれば提示してください。 

 

 

MISSION３ 

MISSION１で考察した要因以外にもデータにも、出来てはいないがボタンウキクサの個体数

を制限（コントロール）する要因があるかもしれません。その要因を挙げ、なぜそれがボタン

ウキクサの個体数を制限するのか考察せよ。もし可能であれば、その考えの根拠となるような

資料（新聞記事や論文）があれば提示してください。 
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MISSION２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

MISSION３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


